
 

 

 

 

 

 

 

 

 担任をしてもらった先生が「あなたの体はあな

たが食べたものでできている。だから給食もおうち

の食事も大切だよ。」と言っておられた言葉が今で

も心に残っています。食事が自分の栄養になり体

を作っていること、自分や自分につながる人の命

を守るために食を大切にすること、今の食生活が

人生で自ら食を選択していくときの指標となるこ

と、食を支える人や生き物への感謝等…たくさん

の意味が込められた言葉だったと感じています。 

【食育指導～小学生は「給食」を通して～】 

２～３月、どの学年でも食育指導があります。

低学年は調理室での調理の様子を見たり、調理員

さんからのメッセージを聞いたりしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調理室の中は見学に入らせてもらうことができ

ないので、普段は様子が見えませんが、写真やメ

ッセージから、美味しく安全に調理をしてくださ

っている様子を学ぶことができました。（中学年も

同様の内容で学年に応じた学習をする予定です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高学年は、給食に使われる食材についても学習

します。吉和学校給食センターでは、広島県産の

食材使用率は 36％です。地元や近隣から、たくさ

んの食材を納入していただいています。それを調

理員さんが丹精込めて調理してくださっています。

給食センターに食材が届くまでの業者さんや農家

の皆さんを含め、自分が「いただきます」をするま

でに、たくさんの方のおかげで毎日の給食があるこ

とに感謝しながら、毎日の食事を大切に考える児

童・生徒に育てていきたいと思います。 

【食育指導～中学生は「食糧問題」を通して～】 

現在の日本の食料自給率は３８％です。（令和元

年度カロリーベース）これを栄養教諭の大野先生

自ら作ったお好み焼きの分量で理解しました。 

 世界の人口は現在 

７８億人、この５０ 

年間で倍増しました。 

今の中学生が４０歳 

代にさしかかる２０５０年には、１００億人を超

えるとも言われています。コロナ禍や気候変動等、

先が見えにくい現代ですが、日本に住み、食の安

全を守っていくには、食料自給率のことも自分事

としてとらえていく必要があります。今年度の総

合的な学習の時間で「SDGｓの視点」を学んでい

るので、生徒の意識も高くなっていました。感想

の中にも「なるべく食品ロスを減らす」「地産地消

が食糧問題や地域を盛り上げることにつながる」 

等がありま 

した。それ 

ぞれが大切 
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あなたが食べたもので… 

なことを学 

んでいます。 


